
■ いつ TLCの��コースを受けましたか�

ちょうど��を�めた年に受けました。前�でコンサル

ティングにつなげるようなエグゼブティブコーチングの

立ち上げにかかわっていて、現状把�のために別のサー

ベイを使っていましたが、�の⾯で不�がありました。

もっとしっかりとした�え�に基づくサーベイはないだ

ろうかと思っていた時に、⽇�にＴＬＣ（ザ・リーダー

シップ・サークル）が来ることを�えてもらい、受けま

した。��コースは、理論やデータベース、相���等

が�てくる�義なので、とても馴染みやすかったです。

左��ビジネスマンには、�常にわかりやすいと思いま

す。

■ ＬＣＰ は 、どのような もの だと�じていますか�

ＬＣＰは、エグゼクティブコーチングを⾏なう上で、�

常に重�な��の⼀つです。リーダーにとって⼀�⼤切

なことは、「⾃�を知る」こと。たえず⾃�を�り�

り、��し�けることです。

ＬＣＰを⼀�で�えば、とてもインパクトのある「リー

ダーシップドッグ」です。他の360°サーベイでも、⾃�

の�みや�題、⾃�と周囲とのギャップはわかります

が、それが�体でどういった��づけなのか、しっかり

した�えをベースにしているところに�得⼒がありま

す。また、それぞれの項⽬がどう��し�っているか、

相�し�っているかがわかるのも�⼒です。

さらに、⾃�の�題を⾃�の�みにどうつなげていける

かという成�のストーリーを描けるという点が他のサー

ベイとは�うところだと思います。

■ �体的に ��された�をうかがえますか�

これまで200�ほどの��者やミドル�に�してＬＣＰ

を��しました。ある�業では、�下への当たりがすご

く�い上司がいました。その�の想いを�り下げていく

と、「⾃�はもうすぐいなくなるかもしれないから、そ

の時に�下が�らないようにしてあげたい」と�えてお

られました。しかし、�下からは「��主義、��、独

�」というフィードバックがあり、そうした�し�を�

も喜んでいないし、想いを受け�っていないことがわか

りました。良かれと思ってやっていたことが、そうでは

なかったことに気付いた�間、その�は�識、⾏動を

180度�えることを決�されました。
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また、周りから期待されて昇�したミドルクラスの�が、

��にＬＣＰを⾒た時に、ショックで�果を受け�れるこ

とができませんでした。中には、ポジティブなコメントが

あったにもかかわらず、それらは⽬に�りませんでした。

「時々サーベイを⾒ておいてください」と�えて1か⽉�す

ると、「�は、良いことも書いてあるんですね。もう⼀度

向き�ってみます」と�い�めて。1年�にもう１回サーベ

イを受けて�的に�果が�わり、その�はやりがいを持っ

て、チームのリーダーとしての⾃覚を�めたということも

ありました。

■�� のビジネスの ��は

エグゼクティブ・コーチングの価�を⼀�で�えば、「�

�者の�に立つこと」です。�に、利他の精�のある�の

�い��者をサポートしたいという想いがあります。コー

チングは、その⼿�の⼀つです。��的な⽇��業のトッ

プにコーチングが活⽤されることを願っています。これか

らの�界において⽇�型のリーダーシップが必�とされて

います。トップが�われば、��が�わる――そこに貢�
できればと思っています。

■これから����と�得される/��している�へ⼀�

TLCは、クライアントとの�離を��的に�づける��で

す。�に、��のリーダーにとって⾃�が周囲にどんなイ

ンパクトを�えているかを知ることは、共�して成果をう

みだす上で必�不可�です。

さらに背�にある�え�を理�することは、⾃�⾃�の仕

事そして�⽣においてもとても�立つでしょう。

そして��を�得されたらぜひたくさん活⽤してくださ

い。�たなサークルとの��いが⾃�⾃�の成�にもつな

がります。


